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地球温暖化対策推進大綱の評価・見直しに係る審議スケジュール

１月30日 第12回部会（科学的知見の整理）

２月25日 第13回部会（評価・見直しの進め方、運輸部門の評価）

３月10日 第14回部会（業務部門、産業部門の評価）

（ 、３月22日 第15回部会 家庭部門・国民各界各層による更なる地球温暖化防止活動の推進

非エネルギー起源二酸化炭素・メタン・一酸化二窒素、京都メカニ

ズムの評価）

（ （ 、 、 ）、４月２日 第16回部会 関係団体ヒアリング 日本経団連 東京都 気候ネットワーク

エネルギー供給部門の評価）

４月７日 第17回部会（関係省庁ヒアリング（経済産業省、国土交通省、農林水産省 、）

吸収源対策、代替フロン等３ガス対策の評価）

４月16日 第18回部会（2010年の温室効果ガス排出量の暫定推計、エネルギー供給部門の

見直し）

６月４日 第19回部会（運輸部門、業務部門、家庭部門の見直し）

６月19日 第20回部会（産業部門、京都メカニズム、代替フロン等３ガス対策の見直し）

７月15日 第21回部会（国民各界各層による更なる地球温暖化防止活動の推進、革新的な

環境・エネルギー技術の研究開発の強化、非エネルギー起源二酸化

炭素・メタン・一酸化二窒素、吸収源対策の見直し、2010年の温室

（ ）、効果ガス排出量の暫定推計 現状対策ケース及び対策強化ケース

中間とりまとめに向けての主な論点整理）

７月29日 第22回部会（中間とりまとめ（素案 ））

８月６日 第23回部会（中間とりまとめ（案 ））



８月13日 中間取りまとめ公表

11月９日 第24回部会（パブリックコメント結果、代替フロン等３ガスの将来推計、算定

・報告・公表制度、自主参加型排出量取引制度）

12月10日 第25回部会（自主行動計画の扱い、京都メカニズムの活用、温室効果ガスの将

来推計）

２月３日 第26回部会（大綱の評価・見直しについて（検討案 ））

２月23日 第27回部会（大綱の評価・見直しを踏まえた新たな地球温暖化対策の方向性に

ついて（第１次答申案 ））




